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2017 夏号（第 21号）
2017.06.25 発行
特集
社会問題に挑む研究所
座談会
生協に関わる研究所のあり方を考える

2017 冬号（第 23号）
2017.12.25 発行
特集
格差社会と生協
争論
こだわる生協、広がる生協

2017 秋号（第 22号）
2017.09.25 発行
特集
組合員と生協とが出会う「場所」
争論
インターネットはどんな「つながり」を
紡ぐのか？

2017 春号（第 20号）
2017.03.25 発行
特集
いま、農協はどうなっているのか？
～協同組合としての JAに学ぶ
争論
農協はどうなる、どうする？

2016 年 9月増刊号
2016.09.25 発行
第 24 回総会記念シンポジウム特集
地域再生と協同
～協同組合に何を期待するか

2017 年 9月増刊号
2017.09.25 発行
第 25 回総会記念シンポジウム特集
地域再生と協同
～協同組合に何を期待するか

　生協など協同組合にとっての憲法が「協同組合原則」です。そこ
で謳われた「民主主義」「自治と自立」「コミュニティへの関与」と
いった考え方は、世界中の協同組合で基本中の基本として尊重され
ていますが、「協同組合間協同」の原則については、何をめざし、
何を行っているのか問われたとき、困ってしまう協同組合も多いで
しょう。本号で取り上げた JCA の発足はそこに何をもたらすので
しょうか。　（志）
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表紙紋様「網代入り代わり格子縞」 
この文様は、縦縞、格子模様に、網代文様を組み入れて、現代的なデ
ザイン性のある斬新な模様を作り出しています。「網代」とは、竹、葦、
または、檜を薄く削った「へぎ」と呼ばれるものを、斜めに又は、縦
横に編んで柄を作り出すものです。竹、葦、檜等様々な材料を組み合
わせ、新しい斬新な文様を作り出します。現在社会においても、様々
な要素、特異性を持っている組織が協業協力して、100 年、200 年先
でも評価されるような活動をされることを望みます。江戸時代に創り
出された、この柄を見て下さい。全体の構成も非常に優れており、現
在社会に於いても十分通用する華やかな縞模様となっていませんか。

 　　　　　   　　　　田内隆司／京小紋画像提供 （田内設計事務所）
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2018.06.25 発行
特集
組合員を惹きつける生協の「編集」
争論
「食」の魅力を伝えるカタログの底力

2018 春号（第 24号）
2018.03.25 発行
特集
「やりがい」を感じることができる
職場を考える
座談会
「協同組合役職員」を実感する機会とは


